
社会的背景とグループの取り組み
■社会課題・ニーズ
■Daigasグループの価値共創

地域の安全性向上

ガス供給開始
会社設立理由に市民への安全で低廉なガスの供給を掲げ、

ガス燈の普及に努めました。

ライフスタイルの変化
人々の慣習も変化しつつあり、女性の社会進出も始まりました。

新しい暮らしの提案
ご家庭の厨房へのガス普及は家事の負担を大幅に軽減させました。

エネルギー需要の増加
急激な都市化への対応が必要となりました。

LNGの導入
天然ガス転換により、供給安定性向上や
環境負荷軽減等が図られました。

持続可能な社会の実現
SDGs採択、パリ協定発効、TCFD提言発表等、全世界
が取り組むべき喫緊の課題として挙げられています。

先進的な商品の開発
お客さまとともに社会課題の解決に努めます。

当時、電灯はまだ高価で、普及していた石油ランプはしばしば
火事の原因となっており、都市部の社会課題の一つでした。

グループ事業の成長の歴史

1905年
ガスの供給開始

資本金35万円をもって設立

　Daigasグループは1905（明治38）年にガスの供給を開始しました。それから110余年、ガス燈を灯すことから始まったガス事業は、社会や環境変化のなかで幾多の困難にぶつかりな
がらも、調理、暖房、給湯、発電まで用途を広げてきました。また、エネルギー事業で培ったお客さまや地域とのつながりを源泉に、事業領域を拡大し、多様な商品・サービス・ソリュー
ションを提供する企業グループに発展してきました。

1947年 
中央研究所設置

1971年
泉北工場操業開始

1945年
第1次・第2次合併を実行

海外エネルギー事業 ライフ＆ビジネス
ソリューション（LBS）事業国内エネルギー事業

1975年
天然ガス転換開始

1977年
泉北製造所
第二工場操業開始

1984年
姫路製造所操業開始

1990年
天然ガス転換終了

2016年
低圧電気供給事業に参入

2021年
大阪ガスネットワーク（株）
設立

2009年
泉北天然ガス
発電所営業運転
開始

1972年
ブルネイからの
LNG導入開始

2004年
米国IPP※事業に参画

2013年
シンガポールで
ガス販売事業開始

2009年
豪州ゴーゴンLNG
プロジェクトの
権益取得

2019年
米国フリーポート
LNGプロジェクト
商業運転開始

2019年
米国サビン社の全株式を取得 2013年

大阪ガス都市開発（株）
設立

1949年
近畿コークス販売（株）
設立
（現  大阪ガスケミカル（株））

1965年
（株）大阪ガス不動産設立※
（現  大阪ガス都市開発（株））

1983年
オージー情報
システム（株）設立
（現  （株）オージス総研）

1992年
（株）オージス総研設立

1989年
（株）アーバネックス設立
（現  大阪ガス都市開発（株））

※Independent Power Producer
   （独立系発電事業者）

※同年に（株）大阪ガスビルディング
　に商号変更

1991年
大阪ガスケミカル（株）
設立

1897年
設立
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